
【日本国憲法より】
第9条
1. 日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の
発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決す
る手段としては、永久にこれを放棄する。

2. 前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。
国の交戦権は、これを認めない。

第13条
すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する
国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の
上で、最大の尊重を必要とする。
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　　青森県民医連Facebookページ開設しました。
　　https://www.facebook.com/aomin00/
　　いいね！  よろしくお願いします。 

　　

　2月10日(土)青森県社会教育センターにて、講師に憲法学者の木村
草太氏を迎えて青森県生協連医療部会主催による『安倍9条改憲NO!全
国市民アクション3000万署名の成功に向けた大学習会』が開催されま
した。参加人数は会場がほぼ満席となる292名でした。木村氏は、改憲・
護憲という視点からではなく憲法の研究者の立場からわかりやすく憲法
について解説してくださいました。

3000万筆署名の成功に向けた大学習会に292名が参加。憲法学者・木村草太氏が講演
集団的自衛権の行使は明確な憲法違反！

会場は沢山の方で埋め尽くされました

　木村氏は「日本国憲法では9条が戦力の不保持を定めているので、すべての
武力行使が禁じられているとするのが一般的で自然な解釈です。歴代の政府は
憲法13条が『国民の生命・自由・幸福追求の権利』を保障していることを根拠に、
「日本政府に課されている国内の安全を保護する義務を果たすために必要最低
限の実力を持つことは、9条の『例外』として合憲である」と解釈してきました。
そして、自国の安全を確保し主権を維持するために必要最小限度の実力を備え
た自衛隊の存在や個別的自衛権の行使については合憲と説明してきました。こ
の従来の政府解釈が今日の国民に広く受け入れられてきたのに対し、集団的自
衛権の行使については明確な憲法違反です」と解説しました。
　さらにその理由として、「9条によって武力行使が禁止されているものの、
13条によって国内に限って『例外』として容認されてきた個別的自衛権の行
使とは違い、他国防衛を『例外』として認めるための根拠となる条文は憲法に
は一切書かれていません。一部の合憲派の学者は書かれていないことを論拠に
『禁止されていない』と主張しますが、それは立憲主義の立場を根底から崩し
かねません。」と話されました。
　最後に憲法9条に追加して自衛隊を明記することについて「安保法制をやる
前であればそれなりに意味があったのかもしれない。しかし、安保法制が制定
されてしまったために個別的自衛権、集団的自衛権と話が複雑となりさらに矛
盾している」と指摘しました。
　安倍政権の9条改憲の狙いと誤魔化しを許さず、日本国憲法9条をしっかり
と守り活かしていくことこそが大切です。3000万署名の取組みを大きく広め
「憲法を守る世論」を皆で盛り上げていきましょう。

（青森保健生協・組織部／福士　学）

木村草太氏



　2月14日は毎年恒例の
「虹のバレンタイン行動」
で青森県内各地で街宣や署
名活動に取組みました。今
年は安倍9条改悪NO!の
「3000万署名」に取り組み、
町行く市民の皆さんから多
くの署名をいただくことが
出来ました。 八戸はコープあおもりるいけ店前で青森アウガ市役所駅前庁舎前で
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　あ
お
も
り
健
康
企
画
で
は

「
患
者
さ
ん
に
集
め
て
も
ら

う
作
戦
」
を
展
開
し
、
薬
局

窓
口
や
訪
問
先
で
今
回
の
署

名
の
説
明
を
し
な
が
ら
四
点

セ
ッ
ト
（
署
名
用
紙
・
返
信

用
封
筒
・
県
連
作
成
パ
ン

フ
・
法
人
作
成
パ
ン
フ
）
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　あ
け
ぼ
の
薬
局
新
町
店
も

窓
口
で
「
一
筆
で
も
大
丈
夫

で
す
」「
で
き
れ
ば
家
族
や
友

人
の
分
も
」
な
ど
声
が
け
を

し
て
患
者
さ
ん
に
お
渡
し
し

た
と
こ
ろ
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
多
く
の
返
信
が
あ
り
ま

し
た
。
中
に
は
署
名
用
紙
一

枚
分
（
五
筆
分
）
を
集
め
て

わ
ざ
わ
ざ
来
局
し
て
く
れ
る

方
も
い
て
、
署
名
と
一
緒
に

応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
窓
口
で
配
り
き
れ
な
か
っ

た
分
は
新
町
地
域
に
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
も
し
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
目
標
に
い
ち
早
く
到
達
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　先
日
、
あ
る
講
演
で
聞
い
た

「
戦
略
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
が

ず
っ
と
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。
各

事
業
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
知
恵
を

絞
っ
て
工
夫
を
し
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
職
員
が
現
場
で
生
み
出

し
た
創
意
工
夫
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を

集
め
共
有
で
き
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
を
更
に
前
進
さ
せ
る
力
に

な
る
と
思
い
ま
す
。（
あ
け
ぼ
の

薬
局
新
町
店
／
藤
田
光
希
）

窓口でも署名を書いてもらっています

署名4点セット

9条改悪反対！医療・介護・年金改悪反対！虹のバレンタイン行動

「9条守れ」の声を3000万署名に
青森民医連・各事業所でどんどん署名の輪が広がっています！！

県
連
内
で
署
名
目
標
達
成
一
番
の
り
！

あ
け
ぼ
の
薬
局
新
町
店

　「海
外
で
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
」
を

す
す
め
る
上
で
、
憲
法
九
条
が
最
後
の

「
壁
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
改

憲
発
議
に
必
要
な
衆
参
両
院
三
分
の
二

の
議
席
を
改
憲
派
が
握
っ
て
い
る
う
ち

に
、
憲
法
を
変
え
よ
う
と
い
う
の
が
安

倍
政
権
の
ね
ら
い
で
す
。

な
ぜ
憲
法
九
条
を
変
え
る
の
？

　安
倍
首
相
は
九
条
に
「
自
衛
隊
を
書

き
こ
む
」
だ
け
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ま
の
自
衛
隊
は
安
保
法
制

（
戦
争
法
）
で
、
海
外
で
の
武
力
行
使

を
認
め
ら
れ
た
存
在
で
す
。
そ
の
自
衛

隊
を
憲
法
九
条
に
書
き
く
わ
え
れ
ば
、

九
条
一
項
・
二
項
の
戦
争
放
棄
・
戦
力

不
保
持
は
空
文
化
し
ま
す
。

自
衛
隊
を
書
き
こ
む
だ
け
？

　北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
・
核
開
発

は
許
せ
な
い
こ
と
で
す
が
、
大
事
な
こ

と
は
戦
争
が
起
こ
る
可
能
性
を
な
く
す

こ
と
で
す
。
世
界
に
拡
大
し
て
い
る
テ

ロ
も
、
武
力
で
は
根
絶
で
き
ま
せ
ん
。

　憲
法
九
条
を
持
つ
日
本
こ
そ
、
北
朝

鮮
問
題
の
解
決
や
、
テ
ロ
の
背
景
に
あ

る
貧
困
・
差
別
の
解
決
に
向
け
た
「
対

話
」
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
す
。

九
条
を
生
か
し
た「
対
話
」を

３
０
０
０
万
人
の
声
を
集
め
て

改
憲
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う五所川原診療所では診療所と薬局職員が一緒に、

雪の中の宣伝行動に取り組んでいますファルマ浪岡薬局でも待合室で署名集め
生協さくら病院待合室では大々的に
署名コーナーを設置しました

（
署
名
用
紙
よ
り
引
用
）



　
全
体
会
で
は
藤
代
健
生
病
院

の
伊
藤
礼
子
総
看
護
長
　
が
「
民

医
連
看
護
を
実

践
す
る
看
護
師

の
育
成
」
に
つ

い
て
、
健
生
病

院
外
科
の
境
剛

志
医
師
が
「
Ｓ

Ｄ
Ｈ
の
視
点
で

の
医
療
活
動
の

実
践
報
告
と
医

師
養
成
」
に
つ

い
て
壇
上
で
発

言
し
ま
し
た
。

他
の
代
議
員
も

全
員
分
散
会
で
発
言
し

ま
し
た
。

　
今
期
の
総
会
で
は
二

〇
一
〇
年
に
新
し
く
民

医
連
綱
領
が
決
ま
っ
て

か
ら
八
年
目
で
あ
る
こ
と
も
強

調
さ
れ
、
新
た
な
綱
領
の
も

と
、
私
た
ち
の
活
動
が
こ
の
十

年
間
で
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い

　
総
会
の
一
日
目
と
三
日
目
の

全
体
会
で
は
運
動
方
針
や
決

算
・
予
算
等
を
議
論
し
、
各
県

連
の
代
議
員
が
積
極
的
に
発
言

し
て
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の

支
援
を
受
け
て
困
難
に
立
ち
向

か
う
報
告
を
耳
に
す
る
と
、
お

互
い
が
助
け
合
う
民
医
連
の
素

晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　
二
日
目
に
行
わ
れ
た
分
散
会

で
は
、
各
県
連
事
業
所
か
ら
具

体
的
な
意
見
を
聞
く
事
が
で
き

ま
し
た
。
青
森
県
か
ら
の
代
議

員
は
全
員
が
発
言
す
る
な
ど
、

全
国
の
仲
間
と
色
々
な
情
報
を

共
有
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
総
会
で
は
被
爆
者
の
生
の

声
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た

し
、
今
定
期
総
会
の
方
針
の
中

で
、
世
代
交
代
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
苦
難
を
乗
り
越

え
様
々
な
活
動
を
築
き
上
げ
て

き
た
先
輩
達
か
ら
バ
ト
ン
を
受

け
継
ぎ
、
私
た
ち
の
世
代
が
方

針
を
し
っ
か
り
と
実
践
し
、
さ

ら
に
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い

で
い
く…

　
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
く
感

じ
ま
す
が
、
全
国
の
多
く
の
仲

間
達
と
一
緒
に
な
っ
て
平
和
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
出
来
る
こ
と
が
、
民
医

連
の
素
晴
ら
し
さ
な
の
だ
と
強

く
実
感
し
た
三
日
間
で
し
た
。

（
生
協
さ
く
ら
病
院
・
事
務
長

室
／
小
山
内
　
海
）

広島原爆ドーム

分散会

総会に参加した青森県民医連の代議員団
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　二
月
二
十
二
日
（
木
）
〜
二
十
四
日
（
土
）
広
島

市
内
で
全
日
本
民
医
連
第
四
十
三
回
定
期
総
会
が

行
わ
れ
、
全
国
か
ら
代
議
員
・
理
事
合
わ
せ
て
約

六
百
人
が
参
加
。
青
森
民
医
連
か
ら
は
十
八
名
が

代
議
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

憲
法
を
守
り
抜
き
、
戦
争
す
る

国
に
さ
せ
な
い
た
た
か
い
を
。

こ
れ
か
ら
の
二
年
間
の
活
動
を

総
会
方
針
を
念
頭
に

代
議
員
と
し
て
参
加
し
て

〜
全
国
の
仲
間
と
平
和
な
社
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
さ
せ
よ
う
〜

全日本民医連定期総会
in 広島（2/22 ▶24）

全体会で発言する
健生病院・境剛志医師

全体会場

う
総
決
算
の
期
に
な
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

憲
法
を
守
り
抜
く
た
め
の
た
た

か
い
が
い
よ
い
よ
今
年
大
詰
め

を
迎
え
ま
す
。
三
千
万
署
名
を

や
り
き
り
、
日
本
を
絶
対
に
戦

争
す
る
国
に
さ
せ
な
い
た
め
の

活
動
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
二
年
間
の
活
動

を
青
森
県
民
医
連
と
し
て
ど
う

具
体
化
し
実
行
し
て
い
く
か
が

鍵
と
な
り
ま
す
。
総
会
方
針
を

念
頭
に
お
い
て
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

（
青
森
民
医
連
弘
前
事
務
所
／

下
村
博
央
）

第
43
期
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　普天間基地の移転先として辺野古では海岸を埋め立てて新基地が作られようとしています。
　オスプレイ墜落の危険にさらされ住民の生活が脅かされていることや、工事海域には琉球石灰岩が多く分布して
いて地盤はもろく耐久性がないこと、海底に活断層がある可能性があり危険であることなど、科学的根拠に基づい
て訴えているにも関わらず全く聞き入れてもらえない。なんとかして基地建設を止めなければならないと建設資材

の運搬ゲートの前で行われている抗議行動に参加して一緒に声
をあげました。
　ゲート前や海上にはたくさんの警備員や警察・海上保安庁職
員がいます。この警備費用は一日1,800万円。民間の警備会社
のほか、一部の元漁業関係者は一日5万円で船を出し、警備に
あたっています。
　住民の声に耳を貸さずに平然と自然破壊し、税金を湯水のよ
うに使用して基地建設にあてている現状を目の当たりにし、怒
りを覚えました。基地建設を中止させるためには地元の方だけ
では人数で負けてしまう、だからこそ全国からの抗議支援活動
が必要なのです。　　　　　（あおもり健康企画本部／成田晶絵）

後
の
出
口
調
査

で
新
基
地
反
対

が
六
十
四
・

六
％
に
な
っ
て

お
り
、
多
く
の

市
民
が
反
対
し

て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙

は
人
口
六
万
人

の
小
さ
な
市
に
、
全
国
か
ら
応

援
が
入
る
重
要
な
選
挙
で
し

た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
投
票
総

数
の
五
十
七
・
七
％
が
期
日
前

投
票
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
組

織
ぐ
る
み
の
投
票
動
員
が
あ
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
思
い
ま

す
。

　
選
挙
結
果
は
変
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
「
沖
縄
の
た
た
か
い
」

は
続
き
ま
す
。
選
挙
翌
日
、
工

事
用
ゲ
ー
ト
前
に
は
百
人
が
集

り
抗
議
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

全
日
本
民
医
連
も
辺
野
古
の
浜

で
座
り
込
み
を
続
け
る
構
え
で

す
。
私
自
身
、
一
九
九
七
年
（
住

民
投
票
）
と
、
今
回
の
選
挙
で

二
回
支
援
に
入
り
ま
し
た
。
今

度
は
十
一
月
予
定
の
知
事
選
挙

へ
支
援
に
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一
緒
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

（
藤
代
健
生
病
院
／
佐
藤
　
久
）

　
記
者
会
見
で
、
安
倍
政
権
の

全
面
支
援
を
受
け
て
当
選
し
た

渡
具
知
新
市
長
が
、「
市
民
が

新
基
地
を
容
認
し
た
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
私
を
支
持
し
た
人

に
も
、
辺
野
古
反
対
の
人
が
い

る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
投
票

　二
月
四
日
投
票
の
沖
縄
県
の
名
護
市
長

選
挙
に
、
青
森
民
医
連
か
ら
一
月
末
に
五

人
ほ
ど
応
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
選
挙

は
オ
ー
ル
沖
縄
の
稲
嶺
進
氏
が
落
選
し
、

辺
野
古
基
地
建
設
を
争
点
か
ら
隠
し
た
渡

具
知
武
豊
氏
が
当
選
す
る
と
い
う
残
念
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　2/8 ～10の3日間、沖縄の米軍辺野古新基地建設に反対・阻止
するための第42次辺野古支援連帯行動に参加してきました。

基地建設NOの意思を示し続ける市民の皆さん

全国からの応援の寄せ書き

のぼり旗を持って街角で宣伝行動

～住民無視、自然破壊の基地建設に怒り～
辺野古支援連帯行動に参加して

沖
縄
名
護
市
長
選
挙
応
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

引
き
続
き「
沖
縄
の
た
た
か
い
」に
支
援
＆
連
帯
し
て
い
こ
う

きれいな辺野古の海を背景に

第42次



　
マ
イ
ナ
ビ
の
方
か
ら
「
看
護
学
生
の

病
院
選
択
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
、
全
国
・
青
森
県
内
の

看
護
学
生
の
動
向
と
し
て
、
就
職
情

報
を
開
始
す
る
時
期
に
県
内
の
求
人

情
報
が
出
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、

県
外
流
出
の
一
因
と
な
る
こ
と
。
学

生
自
身
が
早
め
に
内
定
を
決
め
て
実

習
や
卒
論
・
国
家
試
験
へ
向
か
う
傾

向
が
あ
る
こ
と
。
病
院
選
択
で
は
臨

地
実
習
で
の
イ
メ
ー
ジ
、
特
に
ス

タ
ッ
フ
の
働
い
て
い
る
環
境
や
他
職

種
と
連
携
な
ど
を
見
て
い
る
こ
と
を

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
就
職
セ
ミ
ナ
ー
で
の
プ
レ
ゼ
ン
力

が
ブ
ー
ス
訪
問
数
の
増
加
に
繋
が
る

と
い
う
こ
と
で
、
講
演
の
後
、
プ
レ

ゼ
ン
す
る
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
項
目
を

考
え
る
時
間
を
設
け
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
総
括
・
方
針
の
確
認
と
と
も
に
、

選
ば
れ
る
病
院
作
り
と
い
う
視
点
で

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
確
保
と

定
着
は
看
護
師
確
保
対
策
の
両
輪
。

確
保
し
た
人
材
を
定
着
す
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
、
職
場
の
魅
力
を
発
信

し
続
け
る
こ
と
で
選
ば
れ
る
病
院
に

な
る
と
参
加
者
全
員
で
確
認
し
ま
し

た
。（
看
護
学
生
小
委
員
会
／
長
牛
真
理
）

　二
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
の
三
日
間
、
弘
前
大
学
医
学

科
受
験
宣
伝
を
行
い
、
医
学
対
職
員
だ
け
で
な
く
青
森
保
健
・

津
軽
保
健
・
健
康
企
画
・
フ
ァ
ル
マ
の
四
法
人
か
ら
も
応
援
に

来
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
受
験
生
に
チ
ラ
シ
配
布
や
対
話

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

看護学生小委員会一同

弘前大医学科入試宣伝に応援に
駆けつけてくれた職員の皆さん
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伊
藤
真
弘
健
生
病
院
長
・
県
民
医
連
会
長
に
よ
る
講
義
で

は
、
最
初
に
「
幼
い
子
ど
も
二
人
を
病
院
の
夜
間
外
来
に
連

れ
て
き
た
若
い
お
母
さ
ん
」
の
事
例
に
つ
い
て
、「
こ
の
母
子

の
生
活
背
景
は
？
」「
ど
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
望
む
？
」
等
を

グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
「
生
活
で
問
題
を

抱
え
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、
そ
の
生
活
と
社
会
背
景
が
健
康

状
態
・
疾
病
や
寿
命
と
結
び

つ
い
て
い
る
。
民
医
連
は
患

者
さ
ん
の
生
活
・
社
会
背
景

を
捉
え
る
視
点
を
大
切
に
し

て
お
り
、
世
界
の
医
療
の
流

れ
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
と
め
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
学
生
か
ら
「
医
療
だ

け
で
な
く
、
日
常
の
人
と
人

と
の
関
わ
り
や
仕
事
、
貧
困

の
問
題
や
社
会
保
障
制
度
に

も
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
分
か
っ
た
」
と
い
う
感

想
も
出
さ
れ
、Ｓ
Ｄ
Ｈ（
健
康

の
社
会
的
決
定
要
因
）
の
視

点
を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。（
県
連
薬
学
生

担
当
／
山
﨑
潤
平
）

　
一
月
六
日
（
土
）
健
生
病
院
の
会
議
室
を
会
場
に
、
青
森

民
医
連
の
医
・
看
・
薬
学
生
合
同
に
よ
る
医
系
奨
学
生
の
つ

ど
い
を
開
催
し
、
学
生
と
職
員
合
わ
せ
て
三
十
人
が
参
加
。

「
ク
レ
ー
ム
に
潜
む
社
会
背
景
〜
患
者
・
家
族
は
な
ぜ
怒
っ

て
い
る
の
か
〜
』
を
テ
ー
マ
に
、Ｓ
Ｄ
Ｈ（
健
康
の
社
会
的
決

定
要
因
）
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

医
系
奨
学
生
の
つ
ど
い

患
者
さ
ん
の
生
活
と
社
会
を
視
る
目

　
〜
Ｓ
Ｄ
Ｈ（
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
）を
学
ぶ

医看薬学生の皆で伊藤真弘会長からSDHを学びました

二
月
十
七
日
浪
岡
の
花
岡
農
村

環
境
セ
ン
タ
ー
で
県
連
看
護
学

生
小
委
員
会
の
総
括
会
議
を
開

催
し
、
委
員
二
十
二
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

看
護
学
生
に
選
ば
れ
、定
着
で
き
る  

病
院
づ
く
り
を
目
指
し
て

県
連
看
護
学
生
小
委
員
会
二
〇
一
七
年
度
合
同
総
括
会
議

　
三
日
間
の
取
り
組
み
で
合
計

四
百
四
十
九
部
の
資
料
を
受
験

生
や
親
御
さ
ん
に
配
布
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
実

に
受
験
生
の
八
十
四
％
に
達
す

る
数
字
で
す
。

　
又
、
二
日
目
の
受
験
生
相
談

会
に
は
十
六
人
の
受
験
生
が
会

場
に
来
て
く
れ
て
、
六
人
に
奨

学
金
説
明
を
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
三
日
目
に
行
っ
た
対

話
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
百
七
十
人と

対
話
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
県
連
医
学
対
は
三
日
間
の

大
運
動
で
の
つ
な
が
り
を
土

台
に
、
奨
学
生
や
青
森
民
医

連
の
医
療
に
共
感
し
て
く
れ

る
医
師
・
後
継
者
増
や
し
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
大
運
動
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
青
森
民
医
連
弘
前
事
務

所
／
矢
作
史
考
）

医
学
対
大
運
動

弘
前
大
医
学
科
入
試
宣
伝
に

県
連
四
法
人
か
ら
応
援

八
割
の
受
験
生
に
チ
ラ
シ
配
布



　一
月
に
は
あ
お
も
り
協
立
病
院
や

健
生
病
院
で
温
か
い
「
お
し
る
こ
販

売
」
に
取
り
組
み
、
三
月
の
青
森
保

健
組
合
員
職
員
活
動
交
流
集
会
で
は

コ
ー
ヒ
ー
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　職
員
の
皆
さ
ん
、
病
棟
や
各
学
習

会
等
で
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
財
政
活
動
を

見
か
け
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
し
ま
す
。

（
青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
小
委
員
一
同
）

ずんずん雪かき
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　今
年
は
青
森
市
と
弘
前
市
で
三
軒
の
お

宅
を
雪
か
き
し
ま
し
た
。
青
森
側
七
名
、

弘
前
側
七
名
の
計
十
四
名
の
参
加
で
す
。

昨
年
か
ら
民
医
連
事
業
所
以
外
の
地
域
の

方
々
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
会
社
を
挙
げ

て
推
奨
し
て
い
る
よ
う
で
、
開
催
す
る
度

に
参
加
人
数
が
増
え
て
盛
り
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　雪
か
き
後
は
、
ど
の
お
宅
か
ら
も
大
変

感
謝
さ
れ
る
の
で
、
毎
回
と
て
も
気
持
ち

の
良
い
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
は
み
ん
な
で
豚
汁
を
つ
く
っ
て
食
べ

て
、
こ
こ
ろ
も

か
ら
だ
も
温
ま

り
ま
し
た
。

　参
加
し
て
頂

い
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
来
年
も

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

（
健
生
病
院
／

泉
谷
雅
人
）

　「イ
ラ
イ
ラ
」
や
「
怒
り
の
感
情
」、「
ス

ト
レ
ス
」
は
誰
で
も
常
日
頃
か
ら
感
じ

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
職
場
内
で

あ
っ
た
り
、
患
者
様
と
の
や
り
と
り
で

あ
っ
た
り…

。「
叱
り
方
」
の
話
の
中
で
、

ま
ず
〝
怒
る
〞
と
〝
叱
る
〞
は

一
緒
で
は
な
い
こ
と
（
理
想
と

現
実
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
発
生
し
た

と
き
に
人
は
怒
る
）、
叱
る
タ
イ

ミ
ン
グ
や
言
い
方
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
き
る
と
お
話
し
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
叱
る
側
に
ル
ー
ル

や
基
準
が
な
い
と
、
叱
ら
れ
た

側
は
な
ぜ
叱
ら
れ
た
の
か
が
わ

か
ら
ず
不
信
を
抱
く
原
因
に
な

り
、
ま
た
そ
の
後
の
関
係
性
に

も
大
き
く
影
響
が
で
る
こ
と
か

ら
、
上
手
な
叱
り
方
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
叱
ら
れ
た
相

手
に
意
図
が
上
手
く
伝
わ
り
、

そ
の
人
の
成
長
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
今
回

お
話
し
さ
れ
た
内
容
は
、
普
段
の
私
た

ち
の
家
庭
で
も
役
に
立
つ
内
容
で
も
あ

り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。（
県
連

薬
剤
師
育
成
小
委
員
／
佐
藤
真
由
美
）

～病院に・買い物に行けない高齢者の支援活動～

雪かきボランティアの青年たち

　県連青年委員会では、2月10日（土）に雪かきのボランティア活動を行いました。
雪により「病院に行くことができない」「買い物に行けない」など生活困難となって
いる独居高齢者の方を対象に毎年開催しています。今回で3回目となりました。

青 年 雪 か き ボ ラ ン テ ィ ア

財
政
活
動

青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

健生病院でおしるこ1杯200円で販売しました

　青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
小
委
員

会
で
は
全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に

向
け
て
、
財
政
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
小
委
員

会
で
は
全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に

向
け
て
、
財
政
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

〜
褒
め
方
・
叱
り
方
〜

講師の高橋直子先生（左）による楽しいアンガーマネジメント講義

拡
大
薬
剤
師
管
理
者
研
修

　三
月
三
日
、
青
森
市
の
ア
ス
パ
ム
に
て
拡
大
薬
剤
師
管
理
者
研
修
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
の
研
修
会
で
も
取
り
上
げ
た
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
第
二
弾
と
し
て
、
高
橋
直
子
氏
（（
株
）フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
メ
デ
ィ
ッ
ク

代
表
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
認
定
薬
剤
師
）
を
講
師
に
迎
え
、「
患
者
や
介
護

者
の
支
援
に
活
用
す
る
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
褒
め
方
、
叱
り
方
」

に
つ
い
て
事
例
を
用
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
学
習
し
ま
し
た
。

　三
月
三
日
、
青
森
市
の
ア
ス
パ
ム
に
て
拡
大
薬
剤
師
管
理
者
研
修
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
の
研
修
会
で
も
取
り
上
げ
た
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
第
二
弾
と
し
て
、
高
橋
直
子
氏
（（
株
）フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
メ
デ
ィ
ッ
ク

代
表
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
認
定
薬
剤
師
）
を
講
師
に
迎
え
、「
患
者
や
介
護

者
の
支
援
に
活
用
す
る
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
褒
め
方
、
叱
り
方
」

に
つ
い
て
事
例
を
用
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
学
習
し
ま
し
た
。

vol.2



　学
習
会
は
健
生
五
所
川
原
診
療
所
デ
イ

ケ
ア
の
佐
藤
文
勇
主
任
に
よ
る
、「
利
用

者
の
生
活
行
為
向
上
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
」、
生
協
八

戸
診
療
所
デ
イ
ケ
ア
の
馬
場
薫
主
任
に
よ

る
、「
利
用
者
の
活
動
と
参
加
に
焦
点
を

当
て
た
取
り
組
み
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。　そ

の
後
、
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
デ
イ
ケ
ア

小
林
雅
貴
介
護
長
代
行
に
よ
る
、「
平
成

三
十
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
学
習

会
」
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
三
十

年
度
の
医
療
介
護
同
時
改
訂
に
向
け
、
自

立
支
援
や
機
能
維
持
向
上
な
ど
、
ケ
ア
・

リ
ハ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
取
り
組
み

は
評
価
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
変
更

点
、
数
字
だ
け
を
追
う
の
で
は
な
く
国
の

方
針
を
読
み
解
き
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
改
定
に
向
け
情
報
を
読

み
解
く
に
あ
た
り
大
変
参
考
に
な
っ
た
と

の
意
見
も
聞
か
れ
て
お
り
、
大
変
有
意
義

な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
青
森
民
医
連
リ
ハ
ビ
リ
技
術
者
委
員
会

介
護
部
会
長
／
對
馬
建
洋
）

　最初は「事例から学ぶ　～薬をつかう時のルール～」というテーマで薬剤
師から講話がありました。ディスカッションタイムやクイズも交えながら、
「よかれ」と思って使った薬が「まずかった事例」を紹介。その後は、ファ
ルマレンジャーのブルーが登場して、筋肉を蓄える下半身の「貯筋体操」を
皆さんと一緒に行いました。体操が終わったら、各ブースで血管測定と骨密
度測定とＯＴＣ商品の販売を行いました。その後、臼にお米が入れられて「よ
いしょ～！」「よいしょ～！」のかけ声も高らかに餅つきが始まりました。
つきたてのお餅をお汁粉ときな粉で皆さんと一緒に食べました。終始和やか
な雰囲気の中、楽しいひとときを過ごしました。来年度は2ヶ月に1回のペー
スで開催したいと思います。　　　　　　　（弘前調剤センター／津川俊彦）

　弘前調剤センターは、昨年10月の健生病院・クリニックが移転した後も地域の「健康サポート薬局」として
営業を続けています。2/3に行った第5回健康教室では地域の方々が40名ほど参加してくれました。

7

平成30年度
介護報酬改定に向けた学習会
リハビリ技術者委員会・介護部会

　2/17生協さくら病院デイケア室において、リハビリ技術者委員会介護部会による「平成30年度
介護報酬改定に向けた学習会」を開催しました。当初の予定を上回る43名の方が参加しました。 講師の小林介護長代行

《
開
催
》

参加者のグループワーク発表

「健康教室」を開催
～お薬講話や体操・健康チェックに、餅つき大会も！～

健康サポート薬局 弘前調剤センターで

健康教室で餅つき大会

うたごえの発表

関口孝子さん（医療福祉生協連理事）に
よる基調講演
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携
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岡
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（デイサービスセンターさるかどした／石原　直栄）
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ご当選おめでとうございます！

※当選順で掲載しています

阿部 雪子さん（社会福祉法人虹・本部）
松谷 美妃子さん（健生介護センター虹・デイサービス）
八木橋 梨絵さん（健生病院・医局医学生課）
伊勢 充さん（健生介護センター虹・居宅介護支援事業所）
小野 富士子さん（健生介護センター虹）
寺島 由美さん（健生病院・看護長室）
前田 美智子さん（健生介護センター虹・デイサービス）

1等  3,000円　2名
小野 洋子さん（健生介護センター虹・居宅介護支援事業所）
佐藤 武志さん（ファルマ弘前薬局）

2等  1,000円　5名
笹森 厚子さん（藤代健生病院・３病棟）
工藤 俊逸さん（健生クリニック事務長室）
成田 百合子さん（津軽医院医事課）
福澤 麻衣子さん（藤代健生病院・３病棟）
山口 理香子さん（青森保健本部・組織部）

3等  500円　15名
名越 しおりさん（健生介護センター虹・居宅介護支援事業所）
津川 智子さん（津軽保健本部・看護介護部）
工藤 芳子さん（健生介護センター虹・居宅介護支援事業所）
赤石 友紀さん（ファルマ・藤代薬局）
秋山 和範さん（県連青森事務所）
齊藤 泉さん（健生介護センター虹・デイサービス）
高正 則幸さん（あおもり協立病院・検査科）
藤沢 佳代さん（健生クリニック・精神科外来）

273 号（2018年 1月号）お年玉プレゼント応募用紙に記載していただいた、
皆さんの「座右の銘」の中から紹介したいと思います。

わたしの「座右の銘」

今回のお年玉には50通の応募を送っていただきました。どうもありがとうございます。
皆さんから送っていただいたご意見・ご要望を、編集委員一同、参考と励みにしながら一層充実した、楽しくタ
メになる紙面づくりをしていきたいと思います。

等  3,33,0000000000円0円0円 2　2名
野 洋子

今今今回今今今今回
皆皆皆さ
メに

プレゼン
ト

行雲流水（こううんりゅうすい）
空行く雲や流れる水のように、深く物事に執着
しないで自然の成り行きに任せて行動するたと
え。（新明解四字熟語辞典から）
色々と辛いことや苦しいことが合ってもサラッと
流すことも行きていく上では大切だと思います。

「暗いと不平を言うよりも進んで灯りをつけましょう」
多くの職員がそうあってほしいものです。

「あせるな、おこるな、いばるな、くさるな、おこたるな」
焦るな、怒るな、威張るな、腐るな、怠るな
京都の二尊院（『人生五訓』より）で学んだ言葉です。
日々の業務で気をつけなければと痛感しました。

「初志貫徹」「人生において重要なのは
生きることであって生きた結果ではない」の2つ
看護師を考えるきっかけとなった “患者のことをきちんと考
えてくれたNsさん” の存在を思い出しながらがんばります。

と考

「生きてるだけでまるもうけ」
生まれたことも生きてることも、
素晴らしい奇跡によって実現でき
ている。それなら毎日を楽しく過
ごそう！！と日々思っています。

「損と得とあらば　
損の道を行くこと」

ふうたちゃんname ２歳（♂）※もうすぐ３歳age
大きい方が

みぃちゃんname ２歳（♀）※もうすぐ３歳age
小さい方が

こたろうちゃんname

６歳（♂）age

（通称：こた）

vol.
44

「勇往邁進（ゆうおうまいしん）」
自分も含め、今年は大学生として他県で一
人暮らしを始める息子に向けての座右の銘
です。目的・目標に向かって恐れることな
く、何事にもチャレンジして頑張って欲しい
です！！　母より

第23回理事会報告3月
全日本民医連第43回定期総会報告
全日本民医連第42期第24回理事会報告
決済承認事項
　奨学金申請承認について
会務報告/各委員会・医師委員会報告
　2018年度青森民医連教育委員会制度教育日程
　2017年度事務職員（正職員向け）アンケート調査
　県社保協主催「春の大学習会」　他
　医師委員会報告/既卒医師対策報告
　3000万署名の取組み状況の報告
　健生病院新築移転事業報告
協議事項
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今後のSCHEDULE主
な

4/7
4/14-15
5/19
5/27

青森県社保協主催『春の大学習会』
福島被ばく実態を知るバスツアー
青森県民医連第48回医師総会
青森県民医連第54期定期総会
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（
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円
／
毎
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１
日
発
行
）

健
生
病
院
の
若
手

三
人
の
ド
ク
タ
ー
も
登
場

絶対爪は出しません。用を済

ませた後にハンカチをかぶせ

るという、自慢の賢いネコです。

（津軽保健本部／津川　智子）

あ
な
た
と

民
医
連
を
つ
な
ぐ
月
刊
誌

「
い
つ
で
も
元
気
」

～三代目・・・～

2 歳を迎えた我が家の 3 代目の子たちです。

産まれる前から、産まれたあともずっと一緒

のきょうだいです。

食べる物も同じなはずなのに体重だけが

7.8kg と 4.5kg と違います。2 人揃って膝の

上…身動きとれず足がしびれてもかわいい

から許してしまう飼い主です。


